
な
い
だ
ろ
う
か
。

不
便
さ
中
で
、
人
生
・

生
活
を
楽
し
み
文
化
を
生

み
・
愛
し
・
育
て
る
ま
ち
。

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
市

民
が
、
不
便
で
も
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
街
は
、
パ
リ
中

心
地
を
再
開
発
す
る
の
で

は
な
く
、
地
下
鉄
で
40
分

も
離
れ
た
デ
ィ
フ
ァ
ン
ス

に
新
た
に
建
設
し
、
内
部

の
み
改
装
し
て
、
使
い
づ

ら
い
間
取
り
、
狭
い
廊
下
、

家
具
・
設
備
機
器
で
我
慢

し
、
昔
な
が
ら
の
建
物
に

住
み
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た

不
便
な
パ
リ
を
愛
し
・
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
暮
ら
し

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
。

身
近
に
可
能
な
こ
と
と

し
て
、
町
内
や
隣
接
地
域

で
美
味
し
い
野
菜
や
果
物

が
栽
培
で
き
た
ら
、
牛
・

豚
・
鶏
・
鴨
な
ど
が
飼
育

線
開
業
。

平
成
10
年
、
第
18
回
長

野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
」
軽

井
沢
で
開
催
。

平
成
13
年
、
軽
井
沢
の

良
質
な
別
荘
環
境
を
守
る

た
め
の
「
マ
ン
シ
ョ
ン
軽

井
沢
メ
ソ
ッ
ド
宣
言
」
発

表
。
平
成
15
年
、
軽
井
沢

国
際
女
子
テ
ニ
ス
大
会
開

催
。天

皇
・
皇
后
両
陛
下
、

町
内
で
ご
静
養
。

平
成
17
年
大
賀
ホ
ー
ル

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
、
音

楽
の
町
・
軽
井
沢
の
始
ま

り
。
吹
奏
楽
な
ど
軽
井
沢

の
中
高
生
の
音
楽
レ
ベ
ル

が
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
。

「
軽
井
沢
ま
ち
な
み
メ
ソ

で
き
た
ら
、
そ
の
新
鮮
で

美
味
し
い
野
菜
や
ジ
ャ

ム
、
肉
や
牛
乳
・
ヨ
ー
グ

ル
ト
・
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ

な
ど
を
軽
井
沢
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
食
べ
ら
れ
た
ら
、

そ
れ
は
ど
ん
な
に
大
き
な

軽
井
沢
の
宝
と
な
る
だ
ろ

う
か
。

と
は
い
え
新
し
い
時
代

に
は
新
し
い
楽
し
み
・
暮

ら
し
が
起
こ
っ
て
く
る
の

も
事
実
。
船
で
は
１
ヶ
月

も
か
か
っ
た
国
へ
、
飛
行

機
で
は
数
時
間
で
い
け
る

よ
う
に
な
っ
た
現
代
、
バ

カ
ン
ス
に
軽
井
沢
よ
り
自

国
を
選
ぶ
外
国
人
、
海
外

の
リ
ゾ
ー
ト
や
大
都
市
を

選
ぶ
日
本
人
が
増
え
て
い

る
。
ス
ケ
ー
ト
・
ス
キ
ー

よ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

楽
し
む
人
が
増
え
て
い
る

の
も
事
実
。

東
京
か
ら
４
〜
５
時
間

か
か
っ
て
い
た
の
が
約
１

時
間
で
、
通
勤
・
通
学
が

可
能
に
も
な
っ
た
。

大
切
な
の
は
、
海
外
旅

行
で
も
、
つ
い
こ
の
間
ま

で
は
、
写
真
を
撮
っ
て
駆

平
成
２
年
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
軽
井
沢
大
会
開
催
。
上

信
越
自
動
車
道
・
藤
岡
Ｉ

Ｃ
―
碓
氷
・
軽
井
沢
Ｉ
Ｃ

―
佐
久
Ｉ
Ｃ
開
通
。
平
成

４
〜
５
年
、
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

軽
井
沢
大
会
開
催
。
平
成

９
年
、
小
沢
征
爾
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。
以

後
毎
年
開
催
。
北
陸
新
幹

保
養
地
は
一
区
画
が
１

０
０
０
㎡
以
上
、
建
ペ
イ

率
20
％
以
下
、
高
さ
10
ｍ

以
下
。
な
る
べ
く
樹
木
を

伐
採
せ
ず
、
切
っ
た
ら
植

え
る
。
屋
根
に
は
勾
配
を

つ
け
、
看
板
を
規
制
し
、

景
観
を
守
る
。
１
９
７
２

年
、
昭
和
47
年
に
告
示
さ

れ
た
「
軽
井
沢
自
然
保
護

対
策
要
綱
」
。
そ
し
て
、

そ
の
規
制
は
今
年
、
更
に

強
化
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

自
然
環
境
や
景
観
、
商
売

の
夜
23
時
ま
で
営
業
時
間

厳
守
な
ど
の
厳
し
い
規

制
、
町
民
・
住
民
の
理

解
・
協
力
・
覚
悟
が
軽
井

沢
の
乱
開
発
を
防
ぎ
、
世

界
の
ブ
ラ
ン
ド
聖
地
・
軽

井
沢
を
最
も
魅
力
あ
る
プ

ラ
イ
ド
あ
る
町
に
育
て
上

げ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

町
内
中
心
街
へ
の
自
動

車
乗
り
入
れ
規
制
、
自
動

車
排
気
ガ
ス
削
減
な
ど
の

環
境
規
制
が
も
っ
と
強
ま

っ
て
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・

商
業
施
設
な
ど
へ
の
規
制

が
強
化
さ
れ
て
も
、
そ
の

不
便
さ
が
、
軽
井
沢
の
魅

力
・
プ
ラ
イ
ド
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

確
か
に
、
駅
周
辺
な
ど

一
部
特
定
箇
所
の
不
動
産

価
値
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
可
能
な
他
地
域
に

比
べ
れ
ば
安
価
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。
ま
た
、
一

部
の
利
益
追
求
型
企
業
に

不
利
益
で
も
、
長
期
的
に

は
、
町
全
体
に
と
っ
て
の

不
動
産
価
値
は
高
ま
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
が
町
の

誇
り
・
魅
力
に
な
る
だ
ろ

う
。法

的
規
制
以
上
に
大
切

な
の
が
、
明
治
21
年
以
降
、

清
潔
で
・
健
康
で
・
健
全

で
・
質
素
で
外
国
人
で
も

抵
抗
な
く
自
然
体
で
入
っ

て
い
け
る
町
の
雰
囲
気
、

住
民
の
マ
ナ
ー
。
清
涼
な

空
気
、
心
癒
さ
れ
る
緑
の

森
、
野
鳥
の
囀
り
、
澄
ん

だ
水
な
ど
の
自
然
と
景
観

の
心
地
よ
さ
。

規
制
な
ど
な
く
て
も
、

自
主
的
に
、
暗
黙
の
了

解
・
譲
り
合
い
・
思
い
や

り
の
中
で
、
守
ら
れ
て
き

た
自
然
・
景
観
が
主
人
公

で
、
自
分
た
ち
の
建
物
・

生
活
は
、
多
少
不
便
で
も

そ
れ
を
犯
さ
ず
、
邪
魔
せ

ず
、
自
然
の
中
に
と
け
込

む
こ
と
を
良
し
と
し
て
き

た
、
町
の
風
土
、
歴
史
・

伝
統
・
住
む
人
々
の
マ
ナ

ー
が
軽
井
沢
の
魅
力
で
は

平成２０年（２００８年）１０月５日（第3種郵便物認可） 4

平
　
成

長
野
冬
季
五
輪「
カ
ー
リ
ン
グ
会
場
」に

上
信
越
道
・
長
野
新
幹
線
が
開
通

「
大
賀
ホ
ー
ル
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

昭
和
47
年
に
告
示
さ
れ
た

「
軽
井
沢
自
然
保
護
対
策
要
綱
」

集合住宅の1世帯あたりの敷地面積の最低限度�

適用の区分� 旧基準敷地面積�

基準なし�

保養地域�

商業地域�

居住地域�
集落形成�
地域�

20戸以上の場合は110m2/戸�

19戸以下の場合は90m2/戸�

600m2

新基準敷地面積�

10戸以上の場合は150m2/戸�

9戸以下の場合は120m2/戸�

20戸以上の場合は110m2/戸�

19戸以上の場合は90m2/戸�

600m2

ッ
ド
宣
言
」
発
令
。

平
成
19
年
、「
軽
井
沢

町
景
観
育
成
基
準
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
制
定
。

平
成
20
年
、
第
63
回
国

民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
開

催
。
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、

軽
井
沢
で
久
々
に
テ
ニ
ス

を
楽
し
む
。

環
境
・
空
気
・
水
・
樹
木
・
苔
・
野
鳥
・
文
化
・
歴
史

け
足
で
観
光
名
所
だ
け
を

回
っ
て
い
た
だ
け
の
日
本

人
が
、
今
は
、
そ
こ
で
く

つ
ろ
ぎ
滞
在
し
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
に
、
今
の
姿
だ

け
で
判
断
せ
ず
、
人
は

段
々
洗
練
さ
れ
熟
成
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
。
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
で
も
、
い
ず
れ

は
健
康
・
美
容
を
第
一

に
、
絵
な
ど
の
芸
術
や
演

劇
や
音
楽
を
楽
し
み
、
環

境
や
景
観
の
あ
る
生
活
を

求
め
る
よ
う
に
変
わ
っ
て

く
る
と
い
う
成
長
の
中

で
、
軽
井
沢
も
進
化
し
て

い
く
と
い
う
事
実
・
歴
史

観
。
ま
ち
は
時
代
と
と
も

に
変
化
す
る
。（

伊
澤
和
馬
）

住宅などの敷地面積の最低限度・建物の色・屋根の形などの新基準�

彩度とは、色の鮮やかさを、白や黒を0とし、最も鮮やかな赤を14とするなど段階的に示す指標で、大きいほど鮮やかな色になります。明度とは、色の明るさを、黒
を0白を10として段階的に示す指標で、大きいほど明るい色になります。�

適用の区分�
旧基準�
敷地面積�

標準� 望ましい基準�

新基準敷地面積� 建物や�
工作物の�
色についての�
新基準�

道路や隣地との�
境界線から�

建築物の距離基準� 屋根の形に�
ついての�
数値新基準�

保養地域�

緩衝地域�

居住地域�

集落形成地域�

商業地域�

1,000m2�

230m2�

230m2�

230m2

5ｍ�

2ｍ�

5ｍ�

2ｍ�

3ｍ�

1ｍ�

3ｍ�

1ｍ�

10ｍ�

5ｍ�

10ｍ�

5ｍ�

1,000m2�

500m2�

300m2�

300m2

1ha超の大規模開発行為の場合は2,000m2 彩度4以下、�
明度7以下�

道路�
からの�
距離�

大規模�
建築物�
や幹線�
道路等�
沿道�

隣地�
からの�
距離�

彩度4以下、�
明度7以下�

彩度4以下�

原則として�
彩度4以下�
原則として�
彩度4以下� 出来る限り� 勾配10分�

の1以上�

3,000m2以上の開発行為の場合は500m2

3,000m2以上の開発行為の場合は500m2

市村記念館（雨宮敬二郎邸）

深山荘（旧スイス公使館）

霊場池（スワンレイク）

軽井沢店プリンスショッピングプラザ

軽井沢、21世紀の進化とまちづくり


